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はじめに 

 偏光による着色現象を用いた教育実験は、偏光板の間に複屈折性を有する材料を挟むだけで容

易に観察することができ安価なため、多くの教育機関で実施されている。我々の研究グループで

は偏光色の理論計算を行い、偏光暗号の作製や教材への応用を検討してきた[1-3]。従来の偏光色

の観察では、両眼で同じ偏光色を観察する。今回は、偏光メガネを用いて右目と左目で異なる画

像を表示させることにより、偏光色の 3D表示について検討したので報告する。 

 

実験 

 本研究では、偏光板と位相差フィルム（ポリプロピレンフィルムまたはポリカーボネートフィ

ルム）を用いて偏光色の 3D 表示方法を検討した。従来法では、位相差フィルムの角度を透過光

強度が最大になる 45度で固定して設計していた。今回は、位相差フィルムの配置角度を右目用の

画像と左目用の画像とで異なる配置とした。作製の際は、カッティングマシンを用いて図形を切

り取った。Fig.1(a)(b)に試作した 3D 偏光色表示の一例を示す。偏光板を通して観察することによ

り、右目用の画像と左目用の画像が異なることが分かる。両眼で観察することで、偏光色の 3D

表示が可能となった。 

  

まとめ 

 偏光メガネを用いて右目と左目で観察される画像を変化さ

せることにより、偏光色の 3D 表示方法を検討した。位相差

フィルムを配置する角度を最適化することにより、左右の色

情報を分離でき、3D表示に成功した。本方式を用いることで、

より魅力的な教材の開発が可能となるであろう。当日は会場

にてデモンストレーションを実施する予定である。 
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